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バッテリ
バッテリは、コントローラ キャニスターに搭載されており、AC電源で障害が発生した場
合にキャッシュ データを保持します。

概要と要件
バッテリを交換する前に、一定の要件と考慮事項について理解しておく必要があります。

バッテリの交換に際しての要件
障害が発生したバッテリを交換するときは、次の要件に注意してください。
Recovery Guruのアラート
SANtricity System ManagerのRecovery Guruから次のいずれかのステータスが報告された場
合は、該当するバッテリを交換する必要があります。
• バッテリで障害が発生しました
• バッテリの交換が必要です
SANtricity System ManagerのRecovery Guruで詳細を確認し、バッテリに関する問題が報告
されていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。
バッテリの交換に際しての要件
バッテリを交換するときは、次の要件に注意してください。
• 管理ステーションにSANtricity Storage Managerをインストールして、ストレージ アレ
イのコマンドライン インターフェイス（CLI）を使用できるようにしておく必要があ
ります。
インストールされていない場合は、Linuxの簡単な設定、Windowsの簡単な設定、また
はVMwareの簡単な設定の手順に従ってダウンロードおよびインストールしてくださ
い。

• 交換用バッテリを用意しておく必要があります。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

このセクションでは、次のコントローラ シェルフのバッテリを交換する方法について説
明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

バッテリの交換
各コントローラ キャニスターには、AC電源で障害が発生した場合にキャッシュ データを
保持するバッテリが搭載されています。SANtricity System ManagerのRecovery Guruから
「バッテリで障害が発生しました」または「バッテリの交換が必要です」のいずれかのス
テータスが報告された場合は、該当するバッテリを交換する必要があります。

手順
1. Place controller offline（5ページ）
障害が発生したバッテリを安全に取り外せるように、該当するコントローラをオフライン
にする必要があります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート デ
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ータを収集しておく必要があります。その後、該当するコントローラをオフラインにする
ことができます。
2. Remove controller canister（6ページ）
障害が発生したバッテリを交換できるように、コントローラ キャニスターを取り外しま
す。すべてのケーブルを取り外してから、コントローラをコントローラ シェルフから引
き出します。
3. Remove failed battery（7ページ）
新しいバッテリを取り付けられるように、障害が発生したバッテリを取り外す必要があり
ます。ツメをつまんでコネクタ ケースから外し、バッテリを取り外します。その後、コ
ントローラからバッテリを取り出すことができます。
4. Install new battery（9ページ）
障害が発生した古いバッテリの代わりに新しいバッテリを取り付ける必要があります。
新しいバッテリをコントローラの側面に合わせ、コネクタをボードに差し込みます。
5. Re-install controller canister（10ページ）
新しいバッテリを取り付けたら、コントローラをコントローラ シェルフに再度取り付け
ます。カバーを閉じ、ハンドルを使用してコントローラをコントローラ シェルフの奥ま
でスライドさせます。
6. Place controller online（11ページ）
バッテリの交換が完了したら、コントローラをオンラインにして新しいバッテリが正しく
動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再開するこ
とができます。

コントローラをオフラインにする
障害が発生したバッテリを安全に取り外せるように、該当するコントローラをオフライン
にする必要があります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート デ
ータを収集しておく必要があります。その後、該当するコントローラをオフラインにする
ことができます。
開始する前に
• 使用中のボリュームがないことと、ボリュームを使用しているすべてのホストにマル
チパス ドライバがインストールされていることを確認します。

手順
1. SANtricity System ManagerのRecovery Guruで詳細を確認し、バッテリに関する問題が報
告されていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認しま
す。

2. Recovery Guruの[詳細]領域で、交換が必要なバッテリを特定します。
3. ストレージ アレイの構成データベースをバックアップします。
コントローラを取り外す際に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構
成をリストアできます。
1. System Managerでサポート ページに移動します。
2. [サポート センター]タブを選択します。
3. [診断]タブを選択します。
4. [サポート データの収集]を選択します。

4. コントローラがオフラインでない場合は、SANtricity System Managerを使用してオフラ
インにします。
1. [Hardware]を選択します。
2. 図にドライブが表示された場合は、[シェルフ背面を表示]をクリックしてコントロ
ーラを表示します。
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3. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
4. コンテキスト メニューから[オフラインに切り替え]を選択し、処理を確定します。
注 : オフラインにするコントローラを使用してSANtricity System Managerにアクセ
スしている場合は、「System Manager を利用できません」というメッセージが表示さ
れます。[代替ネットワーク接続に接続する]を選択し、もう一方のコントローラを使
用してSANtricity System Managerにアクセスします。

5. SANtricity System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるま
で待ちます。

注意 : ステータスの更新が完了するまでは、他の
処理を開始しないでください。

6. Recovery Guruで[再確認]を選択し、[詳細]領域の[削除]フィールドに[はい]と表示され
ていることを確認します（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの取り外しに進みます。

コントローラ キャニスターの取り外し
障害が発生したバッテリを交換できるように、コントローラ キャニスターを取り外しま
す。すべてのケーブルを取り外してから、コントローラをコントローラ シェルフから引
き出します。
開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。
2. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
3. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必
ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
障害が発生したバッテリの取り外しに進みます。

障害が発生したバッテリの取り外し
新しいバッテリを取り付けられるように、障害が発生したバッテリを取り外す必要があり
ます。ツメをつまんでコネクタ ケースから外し、バッテリを取り外します。その後、コ
ントローラからバッテリを取り出すことができます。
手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。
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2. コントローラ内部の緑のLEDが消灯していることを確認します。
この緑のLEDが点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用してい
ます。このLEDが消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要がありま
す。

3. コントローラの側面にある「 Press 」タブを探します。
4. このツメを押しながらバッテリ ケースをつかんで、バッテリのラッチを外します。

5. バッテリ配線を収容しているコネクタをそっとつかみます。バッテリを引き上げてボ
ードから取り外します。

6. バッテリをコントローラから取り出し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きま
す。
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7. 各自治体が定める方法に従って、障害が発生したバッテリをリサイクルまたは廃棄し
ます。

警告 : 国際航空運送協会（IATA）の規制に従い、
コントローラ シェルフ内部に搭載されたものを
除き、リチウム バッテリは航空便で送らないで
ください。

終了後の操作
新しいバッテリの取り付けに進みます。

新しいバッテリの取り付け
障害が発生した古いバッテリの代わりに新しいバッテリを取り付ける必要があります。
新しいバッテリをコントローラの側面に合わせ、コネクタをボードに差し込みます。
開始する前に
• 障害が発生したバッテリをコントローラ キャニスターから取り外しておきます。
• 交換用バッテリを用意しておきます。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 新しいバッテリを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

重要 : IATAの安全性規制に従い、交換用バッテリは充電状態（SoC）を30%以下にし
て出荷されます。交換用バッテリに電源を再投入したあと、フル充電されて最初の
学習サイクルが完了するまでは、書き込みキャッシュが再開されないことに注意し
てください。

2. コントローラの側面にある金属製ラッチにバッテリ ケースを合わせて、バッテリをコ
ントローラに挿入します。
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カチッという音がして所定の位置に収まるまでバッテリを押し込みます。
3. バッテリ コネクタをボードに再度接続します。
終了後の操作
コントローラ キャニスターの再取り付けに進みます。

コントローラ キャニスターの再取り付け
新しいバッテリを取り付けたら、コントローラをコントローラ シェルフに再度取り付け
ます。カバーを閉じ、ハンドルを使用してコントローラをコントローラ シェルフの奥ま
でスライドさせます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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終了後の操作
バッテリ交換後の処理に進みます。

バッテリ交換後の処理
バッテリの交換が完了したら、コントローラをオンラインにして新しいバッテリが正しく
動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再開するこ
とができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. バッテリを交換したコントローラを選択します。
4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージョンのSANtricity
OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。
1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在の所有者と優先所有者がリストに
表示されない場合は、[すべてのボリューム] > [列]を選択します。現在の所有者と
優先所有者を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認
します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
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ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでバッテリの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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コントローラ
コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制
御し、System Managerの機能を実装します。 このセクションでは、 EF300 または EF600
コントローラシェルフ内の 1 台または両方のコントローラを交換する方法について説明
します。

概要と要件
コントローラを交換する前に、一定の要件と考慮事項について理解しておく必要がありま
す。

コントローラの交換に際しての要件
コントローラを交換するときは、次の要件に注意してください。
障害が発生したコントローラの交換に際しての要件
• 交換するコントローラ キャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラ キャニ
スターを用意しておく必要があります。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

• No.1プラス ドライバを用意しておく必要があります。
• 管理ステーションにSANtricity Storage Managerをインストールして、ストレージ アレ
イのコマンドライン インターフェイス（CLI）を使用できるようにしておく必要があ
ります。
インストールされていない場合は、Linuxの簡単な設定、Windowsの簡単な設定、また
はVMwareの簡単な設定の手順に従ってダウンロードおよびインストールしてくださ
い。

次の条件に該当する場合は、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理
を継続したままコントローラキャニスターを交換できます。
• シェルフのもう一方のコントローラ キャニスターのステータスが「最適」である。
• SANtricity System ManagerのRecovery Guruの[詳細]領域で、[削除]フィールドに[はい]と
表示されている（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

このセクションでは、次のコントローラ シェルフのコントローラ キャニスターを交換す
る方法について説明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

コントローラの交換
このセクションでは、 EF300 または EF600 コントローラシェルフ内の単一のコントロー
ラを交換する手順について説明します。
開始する前に
障害が発生したコントローラ キャニスターを交換するときは、バッテリ、電源装置、
DIMM、ファン、およびHIC（取り付けられている場合）を元のコントローラ キャニスタ
ーから取り外し、交換用コントローラ キャニスターに取り付ける必要があります。
コントローラ キャニスターに障害が発生したかどうかは、次の2つの方法で確認できま
す。
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• SANtricity System ManagerのRecovery Guruで、コントローラ キャニスターを交換する
ように指示されます。

• コントローラ キャニスターの黄色の警告LEDが点灯して、コントローラに障害が発生
したことが通知されます。

手順
1. コントローラを交換する準備（14ページ）
障害が発生したコントローラ キャニスターは交換する必要があります。コントローラ キ
ャニスターを交換する準備として、交換用コントローラ キャニスターのFRUパーツ番号
が正しいことを確認し、構成をバックアップし、サポート データを収集します。
2. 障害が発生したコントローラの取り外し（15ページ）
新しいコントローラ キャニスターに交換するために、障害が発生したキャニスターを取
り外します。障害の発生したコントローラ キャニスターを取り外すには、コントローラ
シェルフからコントローラを取り外し、バッテリ、ホスト インターフェイス カード、電
源装置、DIMM、およびファンを取り外します。
3. 新しいコントローラの取り付け（24ページ）
障害が発生したコントローラ キャニスターの代わりに、新しいコントローラ キャニスタ
ーを取り付けます。新しいコントローラ キャニスターは、元のコントローラからバッテ
リ、ホスト インターフェイス カード、電源装置、DIMM、ファンを取り付けたあとに取
り付けます。
4. コントローラ交換後の処理（30ページ）
コントローラの交換が完了したら、コントローラをオンラインにし、ストレージ アレイ
が正しく動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再
開することができます。

コントローラを交換する準備
障害が発生したコントローラ キャニスターは交換する必要があります。コントローラ キ
ャニスターを交換する準備として、交換用コントローラ キャニスターのFRUパーツ番号
が正しいことを確認し、構成をバックアップし、サポート データを収集します。
手順
1. 新しいコントローラ キャニスターを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置
きます。
梱包材は、障害が発生したコントローラ キャニスターを発送するときのために保管し
ておいてください。

2. コントローラ キャニスターの背面にあるMACアドレスとFRUパーツ番号のラベルを
確認します。

3. SANtricity System Managerで、交換するコントローラ キャニスターの交換パーツ番号を
確認します。
コントローラで障害が発生していて交換が必要な場合は、Recovery Guruの[詳細]領域
に交換パーツ番号が表示されます。この番号を手動で確認する必要がある場合は、次
の手順を実行します。
1. [ハードウェア]を選択します。

2. コントローラのアイコン が付いたコントローラ シェルフを探します。
3. コントローラのアイコンをクリックします。
4. コントローラを選択し、[次へ]をクリックします。
5. [基本]タブで、コントローラの[交換パーツ番号]の番号を書き留めます。

4. 障害が発生したコントローラの交換パーツ番号が交換用コントローラのFRUパーツ番
号と同じであることを確認します。
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注意 : データアクセスが失われる可能 性 - 2 つ
のパーツ番号が同じでない場合は、この手順を実
行しないでください。また、障害が発生したコン
トローラ キャニスターにホスト インターフェイ
ス カード（HIC）が搭載されている場合は、新し
いコントローラ キャニスターにそのHICを取り
付ける必要があります。コントローラやHICが
一致していないと、新しいコントローラをオンラ
インにしたときにロックダウン状態になります。

5. ストレージ アレイの構成データベースをバックアップします。
コントローラを取り外す際に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構
成をリストアできます。
1. System Managerでサポート ページに移動します。
2. [サポート センター]タブを選択します。
3. [診断]タブを選択します。
4. [サポート データの収集]を選択します。

6. コントローラがオフラインでない場合は、SANtricity System Managerを使用してオフラ
インにします。
1. [Hardware]を選択します。
2. 図にドライブが表示された場合は、[シェルフ背面を表示]をクリックしてコントロ
ーラを表示します。

3. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
4. コンテキスト メニューから[オフラインに切り替え]を選択し、処理を確定します。
注 : オフラインにするコントローラを使用してSANtricity System Managerにアクセ
スしている場合は、「System Manager を利用できません」というメッセージが表示さ
れます。[代替ネットワーク接続に接続する]を選択し、もう一方のコントローラを使
用してSANtricity System Managerにアクセスします。

7. SANtricity System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるま
で待ちます。

注意 : ステータスの更新が完了するまでは、他の
処理を開始しないでください。

8. Recovery Guruで[再確認]を選択し、[詳細]領域の[削除]フィールドに[はい]と表示され
ていることを確認します（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

終了後の操作
障害が発生したコントローラの取り外しに進みます。

障害が発生したコントローラの取り外し
新しいコントローラ キャニスターに交換するために、障害が発生したキャニスターを取
り外します。障害の発生したコントローラ キャニスターを取り外すには、コントローラ
シェルフからコントローラを取り外し、バッテリ、ホスト インターフェイス カード、電
源装置、DIMM、およびファンを取り外します。
手順
1. Remove controller canister（16ページ）
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新しいコントローラ キャニスターに交換できるように、障害が発生したコントローラ キ
ャニスターを取り外します。すべてのケーブルを取り外してから、コントローラをコント
ローラ シェルフから引き出します。
2. Remove battery（17ページ）
新しいコントローラ キャニスターに取り付けられるように、障害が発生したコントロー
ラ キャニスターからバッテリを取り外します。ツメをつまんでコネクタ ケースから外
し、バッテリを取り外します。その後、コントローラからバッテリを取り出すことができ
ます。
3. ホスト インターフェイス カードの取り外し（19ページ）
コントローラ キャニスターにホスト インターフェイス カード（HIC）が搭載されている
場合、新しいコントローラ キャニスターで再利用できるように元のコントローラ キャニ
スターからHICを取り外す必要があります。HICを取り外すには、まずカバーを取り外し、
次にHICを固定している1本の取り付けネジを緩めてHICをコントローラから持ち上げま
す。
4. 電源装置の取り外し（21ページ）
新しいコントローラに取り付けられるように、電源装置を取り外します。電源装置を取り
外すには、電源コードを外し、スライドしてシェルフから引き出します。
5. DIMMの取り外し（22ページ）
新しいコントローラに取り付けられるように、DIMMを取り外します。DIMM を取り外す
には、ツメを外側に押し広げ、 DIMM の端をそっと持ち上げて取り外します。
6. ファンの取り外し（23ページ）
新しいコントローラを取り付けられるように、ファンを取り外します。ファンを取り外す
には、コントローラからファンを上に持ち上げます。

コントローラ キャニスターの取り外し
新しいコントローラ キャニスターに交換できるように、障害が発生したコントローラ キ
ャニスターを取り外します。すべてのケーブルを取り外してから、コントローラをコント
ローラ シェルフから引き出します。
開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。
2. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
3. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラ キャニスターのHICでSFP+トランシーバを使用している場合は、SFPを
取り外します。
障害が発生したコントローラ キャニスターからHICを取り外す必要があるため、HICポ
ートからSFPを取り外しておく必要があります。それらのSFPは、ケーブルを再接続す
るときに新しいコントローラ キャニスターに移すことができます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。
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6. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。

7. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必
ず両手で支えながら作業してください。

8. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
バッテリの取り外し（17ページ）に進みます。

バッテリの取り外し
新しいコントローラ キャニスターに取り付けられるように、障害が発生したコントロー
ラ キャニスターからバッテリを取り外します。ツメをつまんでコネクタ ケースから外
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し、バッテリを取り外します。その後、コントローラからバッテリを取り出すことができ
ます。
手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。

2. コントローラの側面にある「 Press 」タブを探します。
3. このツメを押しながらバッテリ ケースをつかんで、バッテリのラッチを外します。

4. バッテリ配線を収容しているコネクタをそっとつかみます。バッテリを引き上げてボ
ードから取り外します。
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5. バッテリをコントローラから取り出し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きま

す。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの取り外し（19ページ）に進みます。

ホスト インターフェイス カードの取り外し
コントローラ キャニスターにホスト インターフェイス カード（HIC）が搭載されている
場合、新しいコントローラ キャニスターで再利用できるように元のコントローラ キャニ
スターからHICを取り外す必要があります。HICを取り外すには、まずカバーを取り外し、
次にHICを固定している1本の取り付けネジを緩めてHICをコントローラから持ち上げま
す。
開始する前に
• No.1プラス ドライバを用意しておく必要があります。
手順
1. コントローラ キャニスターにHICカバーを固定している2本のネジをプラス ドライバ
で外します。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
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2. HICカバーを取り外します。
3. コントローラ カードにHICを固定している1本の取り付けネジを手またはプラス ドラ
イバで緩めます。

注 : HIC の上面にはネジ穴が 3 つありますが、そのうちの 1 つだけで固定されてい
ます。

4. HICをコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラ カードから慎重に外しま
す。

注意 : HICの底面やコントローラ カードの表面
のコンポーネントをこすったりぶつけたりしな
いように注意してください。

5. HICを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
電源装置の取り外しに進みます。
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電源装置の取り外し
新しいコントローラに取り付けられるように、電源装置を取り外します。電源装置を取り
外すには、電源コードを外し、スライドしてシェルフから引き出します。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 電源ケーブルを外します。

1. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。
2. 電源から電源コードを抜きます。

2. 電源装置の右側にあるタブを電源装置の方に押します。

3. 電源装置の前面にあるハンドルを探します。
4. ハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

注意 : 電源装置を取り外すときは、重量があるの
で必ず両手で支えながら作業してください。
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終了後の操作
DIMMの取り外しに進みます。

DIMMの取り外し
新しいコントローラに取り付けられるように、DIMMを取り外します。DIMM を取り外す
には、ツメを外側に押し広げ、 DIMM の端をそっと持ち上げて取り外します。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. コントローラでDIMMの場所を確認します。
2. 交換用DIMMを正しい向きで挿入できるように、ソケット内のDIMMの向きをメモしま
す。
注 : DIMMの下部にある切り欠きを使用してDIMMの位置を合わせます。

3. DIMMの両側にある2つのツメをゆっくり押し開いてDIMMをスロットから外し、スラ
イドして取り出します。
注 : DIMM回路基板のコンポーネントに力が加わらないように、DIMMの両端を慎重
に持ちます。
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終了後の操作
ファンの取り外しに進みます。ファンの取り外し（23ページ）

ファンの取り外し
新しいコントローラを取り付けられるように、ファンを取り外します。ファンを取り外す
には、コントローラからファンを上に持ち上げます。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. ファンをコントローラからそっと持ち上げます。

2. 同じ手順でファンをすべて取り外します。
終了後の操作
新しいコントローラの取り付けに進みます。
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新しいコントローラの取り付け
障害が発生したコントローラ キャニスターの代わりに、新しいコントローラ キャニスタ
ーを取り付けます。新しいコントローラ キャニスターは、元のコントローラからバッテ
リ、ホスト インターフェイス カード、電源装置、DIMM、ファンを取り付けたあとに取
り付けます。
手順
1. バッテリの取り付け（24ページ）
交換用コントローラ キャニスターにバッテリを取り付ける必要があります。新しいバッ
テリをコントローラの側面に合わせ、コネクタをボードに差し込みます。
2. ホスト インターフェイス カードの取り付け（25ページ）
元のコントローラ キャニスターからHICを取り外した場合、そのHICを新しいコントロー
ラ キャニスターに取り付ける必要があります。HICを取り付けるには、カードを所定の位
置にそっと押し込んで、1本の取り付けネジで固定します。
3. 電源装置の取り付け（27ページ）
交換用コントローラ キャニスターに電源装置を取り付ける必要があります。電源装置を
新しいコントローラの開口部にゆっくりとスライドさせて取り付けます。
4. DIMMの取り付け（27ページ）
新しいコントローラ キャニスターにDIMMを取り付ける必要があります。DIMMを取り
付けるには、スロットにDIMMをスライドし、両側のラッチをはめます。
5. ファンの取り付け（28ページ）
交換用コントローラ キャニスターにファンを取り付ける必要があります。ファンを取り
付けるには、シェルフにファンをスライドします。
6. 新しいコントローラ キャニスターの取り付け（29ページ）
バッテリ、電源装置、DIMM、ファン、および元のコントローラ キャニスターに取り付け
られていた場合はホスト インターフェイス カード（HIC）を取り付けたら、新しいコン
トローラ キャニスターをコントローラ シェルフに取り付けることができます。新しいコ
ントローラ キャニスターを取り付けるには、カバーを閉じ、ハンドルを使用してコント
ローラをコントローラ シェルフの奥までスライドさせます。

バッテリの取り付け
交換用コントローラ キャニスターにバッテリを取り付ける必要があります。新しいバッ
テリをコントローラの側面に合わせ、コネクタをボードに差し込みます。
開始する前に
• 元のコントローラ キャニスターから取り外したバッテリ、または注文した新しいバッ
テリを用意しておきます。

• 交換用コントローラ キャニスターを用意しておきます。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. コントローラの側面にある金属製ラッチにバッテリ ケースを合わせて、バッテリをコ
ントローラに挿入します。
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カチッという音がして所定の位置に収まるまでバッテリを押し込みます。
2. バッテリ コネクタをボードに再度接続します。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの取り付けに進みます。

ホスト インターフェイス カードの取り付け
元のコントローラ キャニスターからHICを取り外した場合、そのHICを新しいコントロー
ラ キャニスターに取り付ける必要があります。HICを取り付けるには、カードを所定の位
置にそっと押し込んで、1本の取り付けネジで固定します。
開始する前に
• 交換するコントローラ キャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラ キャニ
スターを用意しておく必要があります。

• No.1プラス ドライバを用意しておく必要があります。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 交換用コントローラ キャニスターにブランク カバーを固定している2本のネジをNo.1
プラス ドライバを使用して外し、カバーを取り外します。

2. HICの1本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、HICの底面のコネク
タをコントローラ カードのHICインターフェイス コネクタに合わせます。
HICの底面やコントローラ カードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりし
ないように注意してください。
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注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
3. HICを所定の位置に慎重に置き、HICをそっと押してHICコネクタを固定します。

注意 : 機器の破損の可能性 - HICと取り付けネジ
の間にあるコントローラLEDの金色のリボン コ
ネクタをはさまないように十分に注意してくだ
さい。

4. HICの取り付けネジを手で締めます。
ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
5. 元のコントローラ キャニスターから取り外したHICカバーを新しいコントローラ キ
ャニスターに取り付け、No.1プラス ドライバを使用して2本のネジで固定します。

終了後の操作
電源装置の取り付けに進みます。
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電源装置の取り付け
交換用コントローラ キャニスターに電源装置を取り付ける必要があります。電源装置を
新しいコントローラの開口部にゆっくりとスライドさせて取り付けます。
手順
両手で支えながら電源装置の端をシステム シャーシの開口部に合わせ、カム ハンドルを
使用して電源装置をシャーシにそっと押し込みます。
電源装置にはキーが付いていて、特定の方向にしか取り付けられないようになっていま
す。

注意 : 電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないよう
に注意してください。コネクタが破損することがあります。

終了後の操作
DIMMの取り付けに進みます。

DIMMの取り付け
新しいコントローラ キャニスターにDIMMを取り付ける必要があります。DIMMを取り
付けるには、スロットにDIMMをスライドし、両側のラッチをはめます。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. DIMMの端を持ってスロットに合わせます。

DIMMのピンの間にある切り欠きを、ソケットの突起と揃える必要があります。
2. DIMMをスロットに対して垂直に挿入します。
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DIMMのスロットへの挿入にはある程度の力が必要です。簡単に挿入できない場合
は、DIMMをスロットに正しく合わせてから再度挿入してください。
注 : DIMMがスロットにまっすぐ差し込まれていることを目で確認してください。

3. DIMMの両端のノッチにラッチがかかるまで、DIMMの上部を慎重にしっかり押し込み
ます。
注 : DIMMがしっかりと装着されます。場合によっては、片側ずつそっと押してそれ
ぞれのツメで固定する必要があります。

終了後の操作
ファンの取り付けに進みます。

ファンの取り付け
交換用コントローラ キャニスターにファンを取り付ける必要があります。ファンを取り
付けるには、シェルフにファンをスライドします。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
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手順
1. ファンをスライドして交換用コントローラに最後まで押し込みます。

2. 同じ手順でファンをすべて取り付けます。
終了後の操作
新しいコントローラ キャニスターの取り付けに進みます。

新しいコントローラ キャニスターの取り付け
バッテリ、電源装置、DIMM、ファン、および元のコントローラ キャニスターに取り付け
られていた場合はホスト インターフェイス カード（HIC）を取り付けたら、新しいコン
トローラ キャニスターをコントローラ シェルフに取り付けることができます。新しいコ
ントローラ キャニスターを取り付けるには、カバーを閉じ、ハンドルを使用してコント
ローラをコントローラ シェルフの奥までスライドさせます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
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注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。

3. 元のコントローラにSFPが取り付けられていた場合は、元のコントローラから取り外し
たSFPを新しいコントローラのホスト ポートに取り付け、すべてのケーブルを再接続
します。
ホスト プロトコルを複数使用している場合は、SFPを取り付けるホスト ポートを間違
えないように注意してください。

4. 元のコントローラのIPアドレスがDHCPを使用して取得したアドレスである場合は、交
換用コントローラの背面のラベルに記載されたMACアドレスを確認します。その情
報をネットワーク管理者に伝え、取り外したコントローラのDNS / ネットワークおよ
びIPアドレスを交換用コントローラのMACアドレスと関連付けるように依頼します。
注 : 元のコントローラのIPアドレスがDHCPを使用して取得したアドレスでなけれ
ば、取り外したコントローラのIPアドレスが新しいコントローラで使用されます。

終了後の操作
コントローラ交換後の処理に進みます。

コントローラ交換後の処理
コントローラの交換が完了したら、コントローラをオンラインにし、ストレージ アレイ
が正しく動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再
開することができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. 交換したコントローラを選択します。
4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。
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3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [ハードウェア] > [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージ
ョンのSANtricity OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。
1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在 > の所有者と優先所有者が表示さ
れない場合は、すべてのボリュームの列を選択します。現在の所有者と優先所有者
を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでコントローラの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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DIMM

メモリ サイズが異なる場合、またはDIMMに障害がある場合は、DIMMを交換する必要が
あります。

概要と要件
DIMMを交換する前に、一定の要件と考慮事項について理解しておく必要があります。

DIMMの交換に際しての要件
ストレージ アレイのDIMMは壊れやすいので注意して扱ってください。適切に取り扱わ
ないと、DIMMが破損するおそれがあります。
EF300 または EF600 コントローラの DIMM は交換できます。EF300 または EF600 コント
ローラの構成を確認して、正しいサイズの DIMM に交換する必要があります。
ストレージ アレイのDIMMの破損を防ぐために、次のルールに従ってください。
• 静電放電（ESD）防止処置を施す：

• 取り付け準備ができるまで、DIMMをESDバッグに入れたままにしておきます。
• ESDバッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。ESDバッグ
に金属製の工具やナイフを入れないでください。

• ESDバッグと梱包材は、あとでDIMMの返却が必要になったときのために保管して
おいてください。

警告 : 作業中は常にESDリスト ストラップを着
用し、ストレージ エンクロージャのシャーシの
塗装されていない表面部分にリスト ストラップ
を接地させます。

• DIMMは慎重に扱う：
• 取り外し、取り付け、持ち運びなど、DIMMを扱うときは常に両手で作業してくだ
さい。

• DIMMをシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ラッチにしっかりと固
定されるまでそっと押し込んでください。

• DIMMを発送するときは、必ず承認された梱包材を使用してください。
• 磁場を避ける：

• DIMMを磁気デバイスに近づけないでください。
このセクションでは、次のコントローラ シェルフのDIMMを交換する方法について説明し
ます。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

DIMMの交換
DIMMを交換するには、コントローラのキャッシュ サイズを確認し、コントローラをオフ
ラインにします。次にコントローラ、続けてDIMMを取り外し、新しいDIMMをコントロ
ーラに取り付けます。その後、コントローラをオンラインに戻し、ストレージ アレイが
正常に動作していることを確認します。
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コントローラのDIMMの交換が必要かどうかの判断
DIMMを交換する前に、コントローラのキャッシュ サイズを確認する必要があります。
手順
1. コントローラのStorage-Array-Profileにアクセスします。

1. [サポート]ページ > [サポート リソース] > [ストレージ アレイ プロファイル]を選
択します。

2. [データ キャッシュ モジュール]タブを選択し、Data Cache Moduleフィールドを探し
ます。

3. 次のいずれかが存在する場合は、DIMMの場所をメモし、このセクションの以降の手
順を実行してコントローラのDIMMを交換します。
• 障害のあるDIMM、または[データ キャッシュ モジュール]が最適でないと報告され
たDIMM。

• [データ キャッシュ モジュール]の容量が一致しないDIMM。
終了後の操作
コントローラをオフラインにするに進みます。

コントローラをオフラインにする
DIMMを安全に取り外して交換できるように、コントローラをオフラインにする必要があ
ります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート データを収集して
おく必要があります。その後、コントローラをオフラインにすることができます。
開始する前に
• 使用中のボリュームがないことと、ボリュームを使用しているすべてのホストにマル
チパス ドライバがインストールされていることを確認します。

• コントローラのキャッシュ サイズを確認し、DIMMの交換が必要であることを確認し
ておきます。

手順
1. SANtricity System ManagerのRecovery Guruで詳細を確認し、メモリの不一致に関する問
題が報告されていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確
認します。

2. Recovery Guruの[詳細]領域で、交換が必要なDIMMを特定します。
3. ストレージ アレイの構成データベースをバックアップします。
コントローラを取り外す際に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構
成をリストアできます。
1. System Managerでサポート ページに移動します。
2. [サポート センター]タブを選択します。
3. [診断]タブを選択します。
4. [サポート データの収集]を選択します。

4. コントローラがオフラインでない場合は、SANtricity System Managerを使用してオフラ
インにします。
1. [Hardware]を選択します。
2. 図にドライブが表示された場合は、[シェルフ背面を表示]をクリックしてコントロ
ーラを表示します。

3. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
4. コンテキスト メニューから[オフラインに切り替え]を選択し、処理を確定します。
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注 : オフラインにするコントローラを使用してSANtricity System Managerにアク
セスしている場合は、「System Manager を利用できません」というメッセージが
表示されます。[代替ネットワーク接続に接続する]を選択し、もう一方のコント
ローラを使用してSANtricity System Managerにアクセスします。

5. SANtricity System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるま
で待ちます。

注意 : ステータスの更新が完了するまでは、他の
処理を開始しないでください。

6. Recovery Guruで[再確認]を選択し、[詳細]領域の[削除]フィールドに[はい]と表示され
ていることを確認します（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの取り外しに進みます。

コントローラ キャニスターの取り外し
新しいDIMMに交換できるように、障害が発生したコントローラ キャニスターを取り外し
ます。
開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。
2. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
3. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。

EF300 および EF600 ハードウェアのメンテナンス 34
DIMM



6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してく
ださい。

7. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
DIMMの取り外しに進みます。

DIMMの取り外し
メモリ サイズが異なる場合は、コントローラのDIMMを交換する必要があります。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
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手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。

2. コントローラ内部の緑のLEDが消灯していることを確認します。
この緑のLEDが点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用してい
ます。このLEDが消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要がありま
す。

3. コントローラでDIMMの場所を確認します。
4. 交換用DIMMを正しい向きで挿入できるように、ソケット内のDIMMの向きをメモしま
す。
注 : DIMMの下部にある切り欠きを使用してDIMMの位置を合わせます。

5. DIMMの両側にある2つのツメをゆっくり押し開いてDIMMをスロットから外し、スラ
イドして取り出します。

注 : DIMM回路基板のコンポーネントに力が加わらないように、DIMMの両端を慎重
に持ちます。

DIMMの数と配置は、システムのモデルによって異なります。
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終了後の操作
新しいDIMMの取り付けに進みます。

新しいDIMMの取り付け
コントローラに取り付けられていたDIMMを新しいDIMMと交換します。
開始する前に
• 接地対策がまだの場合は、自身で適切に実施します。
手順
1. DIMMの端を持ってスロットに合わせます。

DIMMのピンの間にある切り欠きを、ソケットの突起と揃える必要があります。
2. DIMMをスロットに対して垂直に挿入します。

DIMMのスロットへの挿入にはある程度の力が必要です。簡単に挿入できない場合
は、DIMMをスロットに正しく合わせてから再度挿入してください。
注 : DIMMがスロットにまっすぐ差し込まれていることを目で確認してください。

3. DIMMの両端のノッチにラッチがかかるまで、DIMMの上部を慎重にしっかり押し込み
ます。
注 : DIMMがしっかりと装着されます。場合によっては、片側ずつそっと押してそれ
ぞれのツメで固定する必要があります。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの再取り付けに進みます。

コントローラ キャニスターの再取り付け
新しいDIMMを取り付けたあと、コントローラ キャニスターをコントローラ シェルフに
再度取り付けます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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3. すべてのケーブルを再接続します。
終了後の操作
DIMM交換後の処理に進みます。

DIMM交換後の処理
DIMMの交換が完了したら、コントローラをオンラインにしてストレージ アレイが正しく
動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再開するこ
とができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. DIMMを交換したコントローラを選択します。
4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [ハードウェア] > [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージ
ョンのSANtricity OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。
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1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在 > の所有者と優先所有者が表示さ
れない場合は、すべてのボリュームの列を選択します。現在の所有者と優先所有者
を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでDIMMの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ドライブ
ドライブは、データの物理ストレージ メディアとして使用されるデバイスです。

概要と要件
ドライブを交換する前に、一定の要件と考慮事項について理解しておく必要があります。

ドライブの交換に際しての要件
ストレージ アレイのドライブは壊れやすいので注意して扱ってください。ドライブ障害
の多くは、取り扱いが適切でないことに起因しています。
ストレージ アレイのドライブの破損を防ぐために、次のルールに従ってください。
• 静電放電（ESD）防止処置を施す：

• 取り付け準備ができるまで、ドライブをESDバッグに入れたままにしておきます。
• ESDバッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。ESDバッグ
に金属製の工具やナイフを入れないでください。

• ESDバッグと梱包材は、あとでドライブの返却が必要になったときのために保管し
ておいてください。

• 作業中は常にESDリスト ストラップを着用し、ストレージ エンクロージャのシャ
ーシの塗装されていない表面部分にリスト ストラップを接地させます。リスト ス
トラップがない場合は、ドライブに触る前に、ストレージ エンクロージャのシャー
シの塗装されていない部分を手で触ります。

• ドライブは慎重に扱う：
• 取り外し、取り付け、持ち運びなど、ドライブを扱うときは常に両手で作業してく
ださい。

• ドライブをシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ドライブ ラッチにし
っかりと固定されるまでそっと押し込んでください。

• ドライブはやわらかい場所に置き、他のドライブと重ねて置かないでください。
• ドライブをぶつけないでください。
• ドライブをシェルフから取り外すときは、ハンドルを外し、ドライブがスピン ダウ
ンするまで30秒待ってください。

• ドライブを発送するときは、必ず承認された梱包材を使用してください。
• 磁場を避ける：

• ドライブを磁気デバイスに近づけないでください。
磁場によってドライブに保存されているすべてのデータが破損したり、ドライブの
回路が故障し、修理不可能となる場合があります。

24ドライブ シェルフ
EF300 または EF600 コントローラシェルフのドライブ番号
次の図は、各シェルフのドライブの番号を示しています（シェルフの前面ベゼルは取り外
した状態です）。

EF300 および EF600 ハードウェアのメンテナンス 40
ドライブ



EF300 または EF600 コントローラシェルフでのドライブの交互配置
EF300 または EF600 コントローラに搭載するドライブが 24 本より少ない場合は、コント
ローラの両端から交互に配置する必要があります。まず一番左、次に一番右、というよう
にドライブを一度に1本ずつ外側から配置していきます。
次の図は、ドライブを交互に配置する方法を示しています。

このセクションでは、次のコントローラ シェルフのドライブを交換する方法について説
明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

ドライブの交換
ストレージ アレイのドライブはSANtricity System ManagerのRecovery Guruで監視され、ド
ライブ障害の兆候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が
発生している場合は黄色の警告LEDが点灯します。ホットスワップに対応しており、スト
レージ アレイのI/Oを継続した状態で障害が発生したドライブを交換することができま
す。
手順
1. ドライブを交換する準備（41ページ）
ドライブを交換する準備として、SANtricity System ManagerのRecovery Guruを確認し、前
提となる手順を完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定することがで
きます。
2. ドライブの取り外し（42ページ）
新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。
3. 新しいドライブの取り付け（43ページ）
障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。障害が発生したド
ライブを取り外したあと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてください。
4. ドライブ交換後の処理（43ページ）
ドライブの交換が完了したら、新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

ドライブを交換する準備
ドライブを交換する準備として、SANtricity System ManagerのRecovery Guruを確認し、前
提となる手順を完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定することがで
きます。
手順
1. SANtricity System ManagerのRecovery Guruでドライブ障害の兆候が通知され、ドライブ
がまだ使用停止になっていない場合は、Recovery Guruの手順に従ってドライブを使用
停止にします。
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2. 必要に応じて、SANtricity System Managerを使用して、適切な交換用ドライブがあるこ
とを確認します。
1. [ハードウェア]を選択します。
2. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。
3. ドライブをクリックしてコンテキスト メニューを表示し、[設定の表示]を選択しま
す。

4. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能
を備えていることを確認します。
たとえば、ハード ディスク ドライブ（HDD）はソリッドステート ディスク（SSD）
とは交換しないでください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合
は、交換用ドライブもセキュリティ対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、SANtricity System Managerを使用して、ストレージ アレイ内のドライブ
の場所を特定します。ドライブのコンテキスト メニューから、[ロケーター ライトを
点灯]を選択します。
ドライブの警告LED（黄色）が点滅し、交換が必要なドライブを特定できます。
注 : ドライブを交換するシェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないと
ドライブLEDは見えません。

終了後の操作
ドライブの取り外しに進みます。

ドライブの取り外し
新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• ドライブの交換に際しての要件を確認しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
タスク概要
ドライブを取り外すときは、ドライブをシェルフから少し引き出した状態で、ドライブが
スピン ダウンするまで待つ必要があります。その後、ドライブを完全に取り外すことが
できます。
手順
1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
梱包材はすべて保管しておいてください。

2. 障害が発生したドライブの黒いリリース ボタンを押します。
ドライブのラッチが途中まで開き、ドライブがコントローラから外れます。

3. カム ハンドルを開き、ドライブを少し引き出します。
4. 30秒待ちます。
5. ドライブをシェルフから両手で取り外します。
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6. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。
7. ドライブを取り外したことがソフトウェアで認識されるまで30秒待ちます。

注 : アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも30秒待ってから
再度取り付けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェア
を参照してください。

終了後の操作
新しいドライブの取り付けに進みます。

新しいドライブの取り付け
障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。障害が発生したド
ライブを取り外したあと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてください。
開始する前に
• コントローラ シェルフまたはドライブ シェルフに対応したネットアップでサポート
される交換用ドライブを用意しておきます。

手順
1. カム ハンドルを開きます。
2. 空いているベイに交換用ドライブを両手で挿入し、動かなくなるまでしっかりと押し
込みます。

3. ドライブがミッドプレーンに完全に収まり、カチッという音がして固定されるまで、
カム ハンドルをゆっくりと閉じます。
ドライブが正しく挿入されていれば、ドライブの緑のLEDが点灯します。
注 : 構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があり
ます。シェルフでホット スペア ドライブを使用している場合は、交換したドライブ
にデータをコピーする前に、ホット スペアへの完全な再構築が必要になることがあ
ります。この再構築プロセスが必要な場合、この手順が完了するまでの時間がその
分だけ長くなります。

終了後の操作
ドライブ交換後の処理に進みます。

ドライブ交換後の処理
ドライブの交換が完了したら、新しいドライブが正しく動作していることを確認します。
手順
1. 交換したドライブの電源LEDと警告LEDを確認します （最初にドライブを挿入したと
きに、警告LEDが点灯することがありますが、 問題がなければ1分以内に消灯します）。
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• 電源LEDが点灯または点滅し、警告LEDが消灯している：新しいドライブは正しく
動作しています。

• 電源LEDが消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性がありま
す。ドライブを取り外し、30秒待ってから再度取り付けてください。

• 警告LEDが点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の
新しいドライブと交換してください。

2. SANtricity System ManagerのRecovery Guruに問題が引き続き表示される場合は、[再確
認]を選択して問題が解決されたことを確認します。

3. Recovery Guruでドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合
は、次の手順に従って再構築を手動で開始します。
注 : この処理は、テクニカル サポートまたはRecovery Guruから指示があった場合に
のみ実行してください。

1. [ハードウェア]を選択します。
2. 交換したドライブをクリックします。
3. ドライブのコンテキスト メニューから[再構築]を選択します。
4. この処理を実行することを確認します。
ドライブの再構築が完了すると、ボリューム グループの状態が「最適」になりま
す。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。
5. 障害のある部品は、キットに付属するRMA指示書に従ってネットアップに返却してく
ださい。

タスクの結果
これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ファン
EF300 または EF600 のコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、コントローラ
を冷却するためのファンが 5 台ずつ搭載されています。

概要と要件
障害が発生したファンを交換する前に、一定の要件について理解しておく必要がありま
す。

ファンの交換に際しての要件
ファンを交換するときは、次の要件に注意してください。
• コントローラ シェルフまたはドライブ シェルフのモデルに対応した交換用ファンを
用意しておきます。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 注意 : Recovery Guruにファンを削除しないよう

記載されている場合は、テクニカル サポートに
お問い合わせください。

このセクションでは、次のシェルフのファンを交換する方法について説明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

ファンの交換
EF300 および EF600 コントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンが 5 台ず
つ搭載されています。ファンで障害が発生した場合は、シェルフの冷却が適切に行われる
ように、できるだけ早く交換する必要があります。

コントローラをオフラインにする
障害が発生したファンを安全に交換できるように、コントローラキャニスターをオフライ
ンにする必要があります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート
データを収集しておく必要があります。その後、コントローラキャニスターをオフライン
にすることができます。
開始する前に
• Recovery Guruの詳細で、ファンに関する問題が報告されていることを確認します。

Recovery Guruの[再確認]を選択して、先に対処する必要がある項目がほかにないこと
を確認します。

手順
1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、ファンに関する問題が報
告されていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認しま
す。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するファンを特定します。
3. ストレージ アレイの構成データベースをバックアップします。
コントローラを取り外す際に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構
成をリストアできます。
1. System Managerでサポート ページに移動します。
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2. [サポート センター]タブを選択します。
3. [診断]タブを選択します。
4. [サポート データの収集]を選択します。

4. コントローラがオフラインでない場合は、SANtricity System Managerを使用してオフラ
インにします。
1. [Hardware]を選択します。
2. 図にドライブが表示された場合は、[シェルフ背面を表示]をクリックしてコントロ
ーラを表示します。

3. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
4. コンテキスト メニューから[オフラインに切り替え]を選択し、処理を確定します。
注 : オフラインにするコントローラを使用してSANtricity System Managerにアクセ
スしている場合は、「System Manager を利用できません」というメッセージが表示さ
れます。[代替ネットワーク接続に接続する]を選択し、もう一方のコントローラを使
用してSANtricity System Managerにアクセスします。

5. SANtricity System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるま
で待ちます。

注意 : ステータスの更新が完了するまでは、他の
処理を開始しないでください。

6. Recovery Guruで[再確認]を選択し、[詳細]領域の[削除]フィールドに[はい]と表示され
ていることを確認します（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの取り外しに進みます。

コントローラ キャニスターの取り外し
障害が発生したファンを交換できるように、コントローラ キャニスターを取り外します。
すべてのケーブルを取り外してから、コントローラをコントローラ シェルフから引き出
します。
開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておく必要があります。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。
2. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
3. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必
ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
障害が発生したファンの取り外しに進みます。

障害が発生したファンの取り外し
新しいファンに交換できるように、障害が発生したファンを取り外します。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
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手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。

2. コントローラ内部の緑のLEDが消灯していることを確認します。
この緑のLEDが点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用してい
ます。このLEDが消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要がありま
す。

3. 障害が発生したファンをコントローラからそっと持ち上げます。

終了後の操作
新しいファンの取り付けに進みます。

新しいファンの取り付け
障害が発生したファンの代わりに、新しいファンを取り付けます。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
交換用ファンをスライドしてシェルフの奥まで押し込みます。
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終了後の操作
コントローラ キャニスターの再取り付けに進みます。

コントローラ キャニスターの再取り付け
新しいファンを取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度
取り付けることができます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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終了後の操作
ファン交換後の処理に進みます。

ファン交換後の処理
ファンの交換が完了したら、新しいファンが正しく動作していることを確認します。その
後、サポート データを収集し、通常の運用を再開することができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. ファンを交換したコントローラを選択します。
4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージョンのSANtricity
OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。
1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在の所有者と優先所有者がリストに
表示されない場合は、[すべてのボリューム] > [列]を選択します。現在の所有者と
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優先所有者を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認
します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでファンの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ホスト インターフェイス カード
ホストインターフェイスカード（ HIC ）はコントローラキャニスターに取り付ける必要
があります。EF600コントローラには、オプションのHIC上にホスト ポートがあります。
HICに搭載されたホスト ポートのことをHICポートと呼びます。

概要と要件
ホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレードまたは交換するときは、次の
要件に注意してください。
• この手順はシステムを停止して行うため、保守期間を確保しておきます。この手順が
完了するまではストレージ アレイのデータにアクセスできません。電源がオンにな
っているときは両方のコントローラで HIC の構成が同じである必要があるため、 HIC
の構成を変更したときは電源をオフにする必要があります。HICが一致していない
と、交換用HICを搭載したコントローラをオンラインにしたときにロックダウン状態
になります。

• 新しいホスト ポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホ
スト バス アダプタ（HBA）を用意しておきます。
互換性があるハードウェアについては、NetApp Interoperability MatrixまたはNetApp
Hardware Universeを参照してください。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• No.1プラス ドライバを用意しておきます。
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておきます。

• 管理ステーションにSANtricity Storage Managerをインストールして、ストレージ アレ
イのコマンドライン インターフェイス（CLI）を使用できるようにしておきます。
SANtricity Storage Manager Linuxの簡単な設定Windowsの簡単な設定VMwareの簡単な
設定 がインストールされていない場合は、、またはの手順に従ってダウンロードおよ
びインストールしてください。

• HIC の交換やアップグレードによっては、ホストポートプロトコルの変更が必要にな
ることがあります。この 要件については、 Host port protocol セクションの手順に従っ
てください。

• EF300 コントローラには、ホスト接続用の HIC ポート 2 が取り付けられている必要が
あります。

このセクションでは、次のコントローラシェルフのホストインターフェイスカードを交換
またはアップグレードする場合の準備手順について説明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

ホスト インターフェイス カードのアップグレード
ホスト インターフェイス カード（HIC）をアップグレードして、ホスト ポートの数を増
やしたり、ホスト プロトコルを変更したりできます。
タスク概要
• HICをアップグレードするには、ストレージ アレイの電源をオフにし、HICをアップ
グレードしてから再度オンにする必要があります。

• EF300 または EF600 コントローラの HIC をアップグレードする場合は、同じ手順を繰
り返して 2 台目のコントローラを取り外し、 2 台目のコントローラの HIC をアップグ
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レードし、 2 台目のコントローラを取り付けてからコントローラシェルフの電源を再
度オンにします。

注意 : データアクセスが失わ れる可能性 - 別の E
シリーズコントローラ用に設計された HIC を
EF300 または EF600 コントローラキャニスターに
取り付けないでください。また、両方のコントロー
ラと両方のHICが同じでなければなりません。互換
性がないHICや一致しないHICが取り付けられてい
ると、コントローラに電源を投入したときにロック
ダウン状態になります。

手順
1. コントローラシェルフをオフラインにします（53ページ）
HICを安全にアップグレードできるように、コントローラ シェルフをオフラインにする必
要があります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート データを収
集しておく必要があります。その後、コントローラ シェルフをオフラインにすることが
できます。
2. コントローラ キャニスターの取り外し（54ページ）
新しいホスト インターフェイス カード（HIC）をアップグレードできるように、コント
ローラ キャニスターを取り外します。コントローラ キャニスターを取り外すときは、す
べてのケーブルを外す必要があります。その後、コントローラ キャニスターをスライド
してコントローラ シェルフから外すことができます。
3. ホスト インターフェイス カードの取り外し（56ページ）
アップグレードしたホスト インターフェイス カード（HIC）に交換できるように、元の
HICを取り外します。
4. ホスト インターフェイス カードのアップグレード（58ページ）
新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加して、ホストポートの数を増やし
たり、ストレージアレイのホストプロトコルを変更したりします。
5. コントローラ キャニスターの再取り付け（60ページ）
HICをアップグレードしたあと、コントローラ キャニスターをコントローラ シェルフに
再度取り付けます。
6. ホスト インターフェイス カードのアップグレード後の処理（60ページ）
HICのアップグレードが完了したら、コントローラをオンラインにし、ストレージ アレイ
が正しく動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再
開することができます。

コントローラシェルフをオフラインにします
HICを安全にアップグレードできるように、コントローラ シェルフをオフラインにする必
要があります。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート データを収
集しておく必要があります。その後、コントローラ シェルフをオフラインにすることが
できます。
開始する前に
• この手順はシステムを停止して行うため、保守期間を確保しておきます。この手順が
完了するまではストレージ アレイのデータにアクセスできません。電源がオンにな
っているときは両方のコントローラでHICの構成が同じである必要があるため、HICを
取り付けるときは電源をオフにする必要があります。
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手順
1. SANtricity System Managerの[ホーム]で、ストレージ アレイのステータスが「最適」で
あることを確認します。
ステータスが「最適」でない場合は、Recovery Guruを使用するかテクニカル サポート
に問い合わせて問題を解決してください。以降の手順には進まないでください。

2. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

3. ストレージ アレイと接続されているすべてのホストの間でI/O処理が発生しないよう
にします。たとえば、次の手順を実行します。
• ストレージからホストにマッピングされたLUNに関連するすべてのプロセスを停
止します。

• ストレージからホストにマッピングされたLUNに対するアプリケーションによる
データの書き込みを停止します。

• アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウン
トします。
注 : ホストI/O処理を停止する具体的な手順はホスト オペレーティング システムや
構成によって異なり、ここでは説明していません。環境に応じたホストI/O処理の停
止方法がわからない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

注意 : データ損失の可能性 - I/O処理を停止せず
に以降の手順に進むと、ストレージ アレイにア
クセスできないため、ホスト アプリケーション
がデータにアクセスできなくなる可能性があり
ます。

4. キャッシュ メモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。
キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの
背面にある緑のキャッシュ アクティブLEDが点灯します。このLEDが消灯するまで待
ちます。

5. SANtricity System Managerの[ホーム]ページで、[実行中の処理を表示]を選択します。
すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

6. コントローラ シェルフの電源をオフにします。
1. 両方の電源ケーブルにラベルを付けてコントローラシェルフから抜きます。
2. コントローラ シェルフのすべてのLEDが消灯するまで待ちます。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの取り外しに進みます。

コントローラ キャニスターの取り外し
新しいホスト インターフェイス カード（HIC）をアップグレードできるように、コント
ローラ キャニスターを取り外します。コントローラ キャニスターを取り外すときは、す
べてのケーブルを外す必要があります。その後、コントローラ キャニスターをスライド
してコントローラ シェルフから外すことができます。
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開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておきます。

• No.1プラス ドライバを用意しておく必要があります。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
2. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HICポートでSFP+トランシーバを使用している場合は取り外します。
アップグレードするHICのタイプによっては、それらのSFPを再利用できる場合もあり
ます。

4. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。

6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必
ず両手で支えながら作業してください。
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7. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの取り外しに進みます。

ホスト インターフェイス カードの取り外し
アップグレードしたホスト インターフェイス カード（HIC）に交換できるように、元の
HICを取り外します。
開始する前に
• No.1プラス ドライバを用意しておきます。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。

2. コントローラ内部の緑のLEDが消灯していることを確認します。
この緑のLEDが点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用してい
ます。このLEDが消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要がありま
す。

3. コントローラ キャニスターにHICカバーを固定している2本のネジをプラス ドライバ
で外します。
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注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
4. HICカバーを取り外します。
5. コントローラ カードにHICを固定している1本の取り付けネジを手またはプラス ドラ
イバで緩めます。

注 : HICの上面にはネジ穴が3つありますが、そのうちの1つだけで固定されていま
す。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
6. HICをコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラ カードから慎重に外しま
す。

注意 : HICの底面やコントローラ カードの表面
のコンポーネントをこすったりぶつけたりしな
いように注意してください。
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注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
7. HICを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードのアップグレードに進みます。

ホスト インターフェイス カードのアップグレード
新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加して、ホストポートの数を増やし
たり、ストレージアレイのホストプロトコルを変更したりします。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• No.1プラス ドライバを用意しておきます。
• コントローラと互換性があるHICが2つ必要です。
• アップグレードするHICを取り外しておきます。
タスク概要

注意 : データアクセスが失わ れる可能性 - 別の E
シリーズコントローラ用に設計された HIC を
EF300 または EF600 コントローラキャニスターに
取り付けないでください。また、両方のコントロー
ラと両方のHICが同じでなければなりません。互換
性がないHICや一致しないHICが取り付けられてい
ると、コントローラに電源を投入したときにロック
ダウン状態になります。

手順
1. 新しいHICと新しいHIC表面カバーを開封します。
2. HICの1本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、HICの底面のコネク
タをコントローラ カードのHICインターフェイス コネクタに合わせます。
HICの底面やコントローラ カードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりし
ないように注意してください。

EF300 および EF600 ハードウェアのメンテナンス 58
ホスト インターフェイス カード



注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
3. HICを所定の位置に慎重に置き、HICをそっと押してHICコネクタを固定します。

注意 : 機器の破損の可能性 - HICと取り付けネジ
の間にあるコントローラLEDの金色のリボン コ
ネクタをはさまないように十分に注意してくだ
さい。

4. HICの取り付けネジを手で締めます。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。

注 : ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。
5. No.1プラス ドライバを使用して、元のHICから取り外したHICカバーを3本のネジで固
定します。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの再取り付けに進みます。
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コントローラ キャニスターの再取り付け
HICをアップグレードしたあと、コントローラ キャニスターをコントローラ シェルフに
再度取り付けます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。

3. SFP を取り外した場合は、新しい HIC に SFP を取り付け、すべてのケーブルを再接続
します。ホスト プロトコルを複数使用している場合は、SFPを取り付けるホスト ポー
トを間違えないように注意してください。
ホスト プロトコルを複数使用している場合は、SFPを取り付けるホスト ポートを間違
えないように注意してください。

終了後の操作
ホスト インターフェイス カードのアップグレード後の処理に進みます。

ホスト インターフェイス カードのアップグレード後の処理
HICのアップグレードが完了したら、コントローラをオンラインにし、ストレージ アレイ
が正しく動作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再
開することができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. ホスト インターフェイス カードをアップグレードしたコントローラを選択しま
す。

4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。
2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
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• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージョンのSANtricity
OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。
1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在の所有者と優先所有者がリストに
表示されない場合は、[すべてのボリューム] > [列]を選択します。現在の所有者と
優先所有者を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認
します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでストレージ アレイのホスト インターフェイス カードをアップグレードする処理
は完了です。通常の運用を再開することができます。

障害が発生したホスト インターフェイス カードの交換
障害が発生したホスト インターフェイス カード（HIC）を新しいHICに交換します。
タスク概要
• 障害が発生したHICを交換するには、ストレージ アレイの電源をオフにし、HICを交
換してから再度オンにする必要があります。

注意 : データアクセスが失わ れる可能性 - 別の E
シリーズコントローラ用に設計された HIC を
EF300 または EF600 コントローラキャニスターに
取り付けないでください。また、両方のコントロー
ラと両方のHICが同じでなければなりません。互換
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性がないHICや一致しないHICが取り付けられてい
ると、コントローラに電源を投入したときにロック
ダウン状態になります。

コントローラをオフラインにします
HIC を安全に交換できるように、該当するコントローラをオフラインにする必要がありま
す。この手順を開始する前に、構成をバックアップし、サポート データを収集しておく
必要があります。その後、コントローラキャニスターをオフラインにすることができま
す。
開始する前に
• この手順はシステムを停止して行うため、保守期間を確保しておきます。この手順が
完了するまではストレージ アレイのデータにアクセスできません。電源がオンにな
っているときは両方のコントローラでHICの構成が同じである必要があるため、HICを
取り付けるときは電源をオフにする必要があります。

手順
1. SANtricity System ManagerのRecovery Guruで詳細を確認し、バッテリに関する問題が報
告されていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認しま
す。

2. Recovery Guruの[詳細]領域で、交換が必要なバッテリを特定します。
3. ストレージ アレイの構成データベースをバックアップします。
コントローラを取り外す際に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構
成をリストアできます。
1. System Managerでサポート ページに移動します。
2. [サポート センター]タブを選択します。
3. [診断]タブを選択します。
4. [サポート データの収集]を選択します。

4. コントローラがオフラインでない場合は、SANtricity System Managerを使用してオフラ
インにします。
1. [Hardware]を選択します。
2. 図にドライブが表示された場合は、[シェルフ背面を表示]をクリックしてコントロ
ーラを表示します。

3. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
4. コンテキスト メニューから[オフラインに切り替え]を選択し、処理を確定します。
注 : オフラインにするコントローラを使用してSANtricity System Managerにアクセ
スしている場合は、「System Manager を利用できません」というメッセージが表示さ
れます。[代替ネットワーク接続に接続する]を選択し、もう一方のコントローラを使
用してSANtricity System Managerにアクセスします。

5. SANtricity System Managerでコントローラのステータスがオフラインに更新されるま
で待ちます。

注意 : ステータスの更新が完了するまでは、他の
処理を開始しないでください。

6. Recovery Guruで[再確認]を選択し、[詳細]領域の[削除]フィールドに[はい]と表示され
ていることを確認します（このコンポーネントを安全に取り外せることを示します）。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの取り外しに進みます。
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コントローラ キャニスターの取り外し
障害が発生したホスト インターフェイス カードを交換できるように、コントローラ キャ
ニスターを取り外します。コントローラ キャニスターを取り外すときは、すべてのケー
ブルを外す必要があります。その後、コントローラ キャニスターをスライドしてコント
ローラ シェルフから外すことができます。
開始する前に
• コントローラ キャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意し
ておきます。

• No.1プラス ドライバを用意しておく必要があります。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備しておきます。
手順
1. コントローラ キャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。
2. コントローラ キャニスターからすべてのケーブルを外します。

注意 : パフォーマンスの低下を防ぐためにも、ケ
ーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HICポートでSFP+トランシーバを使用している場合は取り外します。
アップグレードするHICのタイプによっては、それらのSFPを再利用できる場合もあり
ます。

4. コントローラの背面にあるキャッシュ アクティブLEDが消灯していることを確認しま
す。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。

6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラ キャニスターをスライドしてシェルフから引
き出します。コントローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き
出します。

注意 : コントローラ キャニスターは重いので、必
ず両手で支えながら作業してください。
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7. コントローラ キャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの取り外しに進みます。

ホスト インターフェイス カードの取り外し
アップグレードしたホスト インターフェイス カード（HIC）に交換できるように、元の
HICを取り外します。
開始する前に
• No.1プラス ドライバを用意しておきます。
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 1本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラ キャニスターのカバーを
取り外します。

2. コントローラ内部の緑のLEDが消灯していることを確認します。
この緑のLEDが点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用してい
ます。このLEDが消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要がありま
す。

3. コントローラ キャニスターにHICカバーを固定している2本のネジをプラス ドライバ
で外します。
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注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
4. HICカバーを取り外します。
5. コントローラ カードにHICを固定している1本の取り付けネジを手またはプラス ドラ
イバで緩めます。

注 : HICの上面にはネジ穴が3つありますが、そのうちの1つだけで固定されていま
す。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
6. HICをコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラ カードから慎重に外しま
す。

注意 : HICの底面やコントローラ カードの表面
のコンポーネントをこすったりぶつけたりしな
いように注意してください。
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注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
7. HICを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの交換に進みます。

ホスト インターフェイス カードの交換
障害が発生したホスト インターフェイス カード（HIC）の代わりに新しいHICを取り付け
ます。
開始する前に
• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
• No.1プラス ドライバを用意しておきます。
• コントローラと互換性がある HIC を用意しておきます。
• アップグレードするHICを取り外しておきます。
タスク概要

注意 : データアクセスが失わ れる可能性–別の E シ
リーズコントローラ用に設計された HIC を Ef300
または EF600 コントローラキャニスターに取り付
けないでください。また、デュプレックス構成の場
合は、両方のコントローラと両方のHICが同じでな
ければなりません。互換性がないHICや一致しない
HICが取り付けられていると、コントローラに電源
を投入したときにロックダウン状態になります。

手順
1. 新しいHICと新しいHIC表面カバーを開封します。
2. HICの1本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、HICの底面のコネク
タをコントローラ カードのHICインターフェイス コネクタに合わせます。
HICの底面やコントローラ カードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりし
ないように注意してください。

3. HICを所定の位置に慎重に置き、HICをそっと押してHICコネクタを固定します。
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注意 : 機器の破損の可能性 - HICと取り付けネジ
の間にあるコントローラLEDの金色のリボン コ
ネクタをはさまないように十分に注意してくだ
さい。

注 : 上の図は例です。HICの外観は異なる場合があります。
4. HICの取り付けネジを手で締めます。
ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. No.1プラス ドライバを使用して、元のHICから取り外したHICカバーを3本のネジで固
定します。

終了後の操作
コントローラ キャニスターの再取り付けに進みます。

コントローラ キャニスターの再取り付け
ホスト インターフェイス カード（HIC）を交換したら、コントローラ キャニスターをコ
ントローラ シェルフに再度取り付けます。
手順
1. コントローラ キャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを締め付けます。
2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラ キャニスターをそっとスライ
ドさせてコントローラ シェルフの奥まで押し込みます。
注 : コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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3. SFP を新しい HIC に取り付け、すべてのケーブルを再接続します。
ホスト プロトコルを複数使用している場合は、SFPを取り付けるホスト ポートを間違
えないように注意してください。

終了後の操作
ホスト インターフェイス カードの交換後の処理に進みます。

ホスト インターフェイス カードの交換後の処理
HICの交換が完了したら、コントローラをオンラインにし、ストレージ アレイが正しく動
作していることを確認します。その後、サポート データを収集し、運用を再開すること
ができます。
手順
1. コントローラをオンラインにします。

1. System Managerでハードウェア ページに移動します。
2. [コントローラ背面を表示]を選択します。
3. ホスト インターフェイス カードを交換したコントローラを選択します。
4. ドロップダウンリストから [ オンラインにする ] を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラのLEDを確認します。
もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態になります。
• 黄色の警告LEDが点灯した状態になります。
• ホスト リンクLEDは、ホスト インターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のい
ずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確
認し、コントローラ シェルフの警告LEDを確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

4. [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージョンのSANtricity
OSがインストールされていることを確認します。
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必要に応じて、最新バージョンをインストールします。
5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

1. [ストレージ] > [ボリューム]を選択します。現在の所有者と優先所有者がリストに
表示されない場合は、[すべてのボリューム] > [列]を選択します。現在の所有者と
優先所有者を選択し、ボリュームが優先所有者に割り当てられていることを再確認
します。

2. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順6に進みます。
3. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要がありま
す。[ストレージ] > [ボリューム] > [さらに表示] > [ボリュームの再配置]を選択し
ます。

4. 自動配置または手動配置のあとに一部のボリュームのみが優先所有者に戻る場合
は、Recovery Guruでホスト接続の問題を確認する必要があります。

5. Recovery Guruで問題が報告されない場合、またはRecovery Guruの手順に従ってもボ
リュームが優先所有者に戻らない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity System Managerを使用してストレージ アレイのサポート データを収集しま
す。
1. [サポート] > [サポート センター] > [診断]を選択します。
2. [サポート データの収集]を選択します。
3. [収集]をクリックします。
ブラウザのDownloadsフォルダに、support-data.7zという名前でファイルが保存され
ます。

タスクの結果
これでホスト インターフェイス カードの交換は完了です。通常の運用を再開することが
できます。
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ホスト ポート プロトコルの変更
ホストのプロトコルを別のプロトコルに変換して互換性を確保したり、ホスト接続のプロ
トコルをインフラのニーズに合わせて別のプロトコルに変換したりできます。

概要と要件
ここでは、ホスト プロトコルを変更する際に理解しておく必要がある要件について説明
します。

ホスト プロトコルの変更に際しての要件
ホスト ポート プロトコルを変更するときは、次の要件に注意してください。
• この手順はシステムを停止して行うため、保守期間を確保しておきます。
• 変更を実行するときは、ホストI/O処理を停止する必要があります。変更が完了するま
ではストレージ アレイのデータにアクセスできません。

• アウトオブバンド管理を使用します。（この手順はインバンド管理では実行できませ
ん。）

• 変換に必要なハードウェアを入手しておきます。これには、新しい HIC や SFP のセッ
トが含まれている場合があります。必要なハードウェアやパーツについて確認が必要
な場合は、ネットアップの営業担当者にお問い合わせください。

• デュアルプロトコル SFP トランシーバは、 16Gb と 8Gb の FC に加え、 10Gb iSCSI を
サポートしています。そのため、デュアルプロトコルを使用していて、 FC と iSCSI の
どちらか一方を切り替えている場合は、 SFP の変更が必要ないことがあります。

• ホストポートプロトコルの変換によっては、ホストインターフェイスカードの追加や
アップグレードが必要になる場合があります。この 要件については、ホストインター
フェイスカードのセクションに記載されている手順に従ってください。

このセクションでは、次のコントローラ シェルフのホスト ポート プロトコルを変更する
方法について説明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

ホスト プロトコルの変更
Infiniband （ IB ） HIC または Fibre Channel （ FC ） HIC がある場合は、次のセクション
のプロセスに従ってホストポートプロトコルを変更できます。
手順
1. 機能パック キーの入手（71ページ）
機能パックを入手するには、コントローラ シェルフのシリアル番号、Feature Activation
Code、およびストレージ アレイの機能有効識別子が必要です。
2. ホストI/Oの停止（74ページ）
ホスト ポートのプロトコルを変更する前に、ホストからのI/O処理をすべて停止する必要
があります。変更が完了するまではストレージ アレイのデータにアクセスできません。
3. 機能パックの変更（74ページ）
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機能パックを変更してホストポートのホストプロトコルを変更します。

機能パック キーの入手
機能パックを入手するには、コントローラ シェルフのシリアル番号、Feature Activation
Code、およびストレージ アレイの機能有効識別子が必要です。
手順
1. シリアル番号を確認します。

1. SANtricity System Managerで、[サポート] > [サポート センター]を選択します。
2. [サポート リソース]タブが選択された状態で、[上位のストレージ アレイ プロパテ
ィを表示]セクションまでスクロールします。

3. [シャーシ シリアル番号]を確認し、その値をテキスト ファイルにコピーします。

2. [機能パック サブモデルID]を確認します。
1. SANtricity System Managerで、[サポート]を選択します。
2. [サポート センター]タイルを選択します。
3. [サポート リソース]タブで、[ストレージ アレイ プロファイル]リンクを探して選択
します。

4. テキスト ボックスに「feature pack submodel ID」と入力し、[検索]をクリックしま
す。

5. 変更前の構成の機能パック サブモデルIDを確認します。
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3. 機能パック サブモデルIDを使用して、変更前の構成の対応するコントローラ サブモデ
ルIDを確認し、次の表から変更後の構成のFeature Activation Codeを探します。該当す
るFeature Activation Codeをテキスト ファイルにコピーします。
表 1 : 暗号化対応のFeature Activation Code

変更前の構成 変更後の構成 Feature Activation
Codeコントローラ サブ

モデルID
HICポート コントローラ サブ

モデルID
HICポート

443 NVMe/FC

または
NVMe/RoCE

444 NVMe/IB DH5-HB4-ZK9QH

448 FC 7HZ-EB4-ZHAYW

491 iSER/IB （必須）

492 SRP/IB （必須）
444 NVMe/FC

または
NVMe/IB

443 NVMe/RoCE YH3-XB4-ZJRIZ

448 FC 2HU-BB4-ZFCG5

491 iSER/IB （必須）

492 SRP/IB （必須）
448 FC 443 NVMe/FC

または
NVMe/RoCE

JHX-UB4-ZGTP1

444 NVMe/FC

または
NVMe/IB

LHS-RB4-ZDV29

491 iSER/IB （必須）

492 SRP/IB （必須）
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変更前の構成 変更後の構成 Feature Activation
Codeコントローラ サブ

モデルID
HICポート コントローラ サブ

モデルID
HICポート

491 iSER/IB 443 NVMe/FCまたは
NVMe/RoCE

（必須）

444 NVMe/FCまたは
NVMe/IB

（必須）

448 FC （必須）

492 SRP/IB （必須）

492 SRP/IB 443 NVMe/FCまたは
NVMe/RoCE

（必須）

444 NVMe/FCまたは
NVMe/IB

（必須）

448 FC （必須）

491 iSER/IB （必須）

注 : お使いのコントローラ サブモデルIDがこの表に記載されていない場合は、ネッ
トアップ サポートにお問い合わせください。

4. System Managerで、機能有効識別子を確認します。
1. [設定] > [システム]を選択します。
2. 下の方にある[アドオン]までスクロールします。
3. [機能パックの変更]で[機能有効識別子]を確認します。
4. この32桁の番号をコピーしてテキスト ファイルに貼り付けます。

5. NetApp License Activation：Storage Array Premium Feature Activationにアクセスし、機能
パックを入手するための必要な情報を入力します。
• シャーシのシリアル番号
• Feature Activation Code
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• 機能有効識別子
重要 : 「Premium Feature Activation」Webサイトに「Premium Feature Activation
Instructions」というリンクがありますが、ここではその手順は使用しないでくださ
い。

6. 機能パックのキー ファイルをEメールで受け取るかサイトから直接ダウンロードする
かを選択します。

終了後の操作
ホストI/Oの停止に進みます。

ホストI/Oの停止
ホスト ポートのプロトコルを変更する前に、ホストからのI/O処理をすべて停止する必要
があります。変更が完了するまではストレージ アレイのデータにアクセスできません。
手順
1. ストレージ アレイと接続されているすべてのホストの間でI/O処理が発生しないよう
にします。たとえば、次の手順を実行します。
• ストレージからホストにマッピングされたLUNに関連するすべてのプロセスを停
止します。

• ストレージからホストにマッピングされたLUNに対するアプリケーションによる
データの書き込みを停止します。

• アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウン
トします。
注 : ホストI/O処理を停止する具体的な手順はホスト オペレーティング システムや
構成によって異なり、ここでは説明していません。環境に応じたホストI/O処理の停
止方法がわからない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

注意 : データ損失の可能性 - I/O処理の実行中に
この手順を続行すると、データが失われる場合が
あります。

2. キャッシュ メモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。
キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの
背面にある緑のキャッシュ アクティブLEDが点灯します。このLEDが消灯するまで待
ちます。

3. SANtricity System Managerの[ホーム]ページで、[実行中の処理を表示]を選択します。
4. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。
終了後の操作
機能パックの変更に進みます。

機能パックの変更
機能パックを変更してホストポートのホストプロトコルを変更します。
手順
1. SANtricity System Managerで、[設定] > [システム]を選択します。
2. [アドオン]で、[機能パックの変更]を選択します。
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3. [参照]をクリックし、適用する機能パックを選択します。
4. フィールドに「CHANGE」と入力します。
5. [変更]をクリックします。
機能パックの移行が開始されます。両方のコントローラが自動的に2回リブートし、新
しい機能パックが有効になります。リブートが完了すると、ストレージ アレイは応答
可能な状態に戻ります。

6. ホスト ポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。
1. SANtricity System Managerで、[ハードウェア]を選択します。
2. [Show back of shelf]をクリックします。
3. コントローラAまたはコントローラBの図を選択します。
4. コンテキスト メニューから[設定の表示]を選択します。
5. [ホスト インターフェイス]タブを選択します。
6. [詳細設定を表示]をクリックします。

終了後の操作
ホスト プロトコル変更後の処理に進みます。

ホスト プロトコル変更後の処理
ホスト ポートのプロトコルを変更したあと、新しいプロトコルを使用するために追加の
手順を実行する必要があります。

プロトコル変更後の処理
機能パックキーを適用してプロトコルを変更したら、適切なプロトコルを使用するように
ホストを設定する必要があります。
手順
適切なプロトコルを使用するようにホストを設定します。
ホストの設定手順については、システムに応じたガイドを参照してください。
Linuxの簡単な設定
VMwareの簡単な設定
Windowsの簡単な設定
具体的な設定は環境によって異なります。ソリューションに応じた具体的な指示やその
他の推奨される設定については、NetApp Interoperability Matrixで確認してください。
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終了後の操作
これでホスト プロトコルの変更は完了です。通常の運用を再開することができます。
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電源装置
電源装置はコントローラ シェルフに電源の冗長性を提供します。

概要と要件
電源装置を交換する前に、一定の要件について理解しておく必要があります。

電源装置の交換に際しての要件
電源装置を交換するときは、次の要件に注意してください。
• コントローラ シェルフまたはドライブ シェルフのモデルに対応した交換用電源装置
を用意しておきます。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
このセクションでは、次のシェルフの電源装置を交換する方法について説明します。
• EF300 コントローラシェルフ
• EF600コントローラ シェルフ

電源装置の交換
EF300 または EF600 コントローラの電源装置で障害が発生した場合、これらを交換するこ
とができます。電源装置で障害が発生した場合は、コントローラ シェルフの電源の冗長
性を維持するために、できるだけ早く交換する必要があります。

障害が発生した電源装置の取り外し
新しい電源装置に交換できるように、障害が発生した電源装置を取り外します。電源装置
を取り外すには、スライドしてシェルフから引き出します。
開始する前に
• Recovery Guruの詳細で、電源装置に関する問題が報告されていることを確認します。

Recovery Guruの[再確認]を選択して、先に対処する必要がある項目がほかにないこと
を確認します。

• 電源装置の黄色の警告LEDが点灯していることを確認します。電源装置または一体型
ファンで障害が発生した場合に点灯します。

• ESDリストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
手順
1. 新しい電源装置を開封し、ドライブ シェルフの近くの平らな場所に置きます。
梱包材は、障害が発生した電源装置を返送するときのためにすべて保管しておいてく
ださい。

2. 電源ケーブルを外します。
1. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。
2. 電源から電源コードを抜きます。

3. 電源装置の右側にあるタブを電源装置の方に押します。
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4. 電源装置の前面にあるハンドルを探します。
5. ハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

注意 : 電源装置を取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業し
てください。

終了後の操作
新しい電源装置の取り付けに進みます。

新しい電源装置を取り付け、電源装置の交換後の処理を完了します
障害が発生した電源装置の代わりに、新しい電源装置を取り付けます。電源装置を新しい
コントローラの開口部にゆっくりとスライドさせて取り付けます。その後、新しい電源装
置が正しく動作していることを確認して、電源装置の交換を完了します。
開始する前に
• コントローラシェルフでサポートされる交換用電源装置を用意しておきます。
• 交換用電源装置を開封しておきます。
• 故障した電源装置を取り外しておきます。
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手順
1. 両手で支えながら電源装置の端をシステム シャーシの開口部に合わせ、カム ハンドル
を使用して電源装置をシャーシにそっと押し込みます。
電源装置にはキーが付いていて、特定の方向にしか取り付けられないようになってい
ます。

注意 : 電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないよう
に注意してください。コネクタが破損することがあります。

2. ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラシェルフの警告 LED
を確認します。
ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告LEDが点灯している場合は、すべ
てのケーブルが正しく装着され、コントローラ キャニスターが正しく取り付けられて
いることを確認します。必要に応じて、コントローラ キャニスターを取り外して再度
取り付けます。
注 : 問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。

3. [サポート] > [アップグレード センター]をクリックして、最新バージョンのSANtricity
OSがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

タスクの結果
これで電源装置の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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に記載されている製品の使用により生じる責任および義務に対して、ネットアップは責任
を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップの特許権、商標権、または他
の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。
このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、およ
び出願中の特許によ って保護されている場合があります。
ここに記載されている「データ」は商用品目（FAR 2.101で定義）に該当し、その所有権
はネットアップに帰属します。米国政府は、データが提供される際の米国政府との契約に
関連し、かつ当該契約が適用される範囲においてのみ「データ」を使用するための、非独
占的、譲渡不可、サブライセンス不可、世界共通の限定的な取り消し不可のライセンスを
保有します 。ここに記載されている場合を除き、書面によるネットアップの事前の許可
なく、「データ」を使用、開示、複製、変更、実行、または表示することは禁止されてい
ます。米国国防総省のライセンス権限は、DFARS 252.227-7015（b）項に規定されている
権限に制限されます。

商標に関する情報
NetApp、NetAppのロゴ、ネットアップの商標一覧のページに記載されているマークは、
NetApp, Inc.の商標です。その他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である
場合があります。
http://www.netapp.com/jp/legal/netapptmlist.aspx
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